青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年9月24日　担当：山田　

	入　所　者
	氏　名　　　　村上　元道　　　様　　　　　男・女　　昭和　45年　7月　10日生（37歳）

	
	〒039-1104　八戸市田面木字赤坂35－35　　　　　　　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成5年頃
	罹 患 期 間
	約　14　年　

	
	入院回数
	3　回
	延べ入院年数
	約7年8ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	毎週火曜日（週1回）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神（2級）

	経済状況
	生活保護
	月額　　約6.9万円　　＊障害者加算有

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	小規模作業所うみねこ幸房（毎週月・木）、青南病院デイケア（毎週火・水・金）

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ18年2月10日
	身長
	168．0cm
	体重
	64.4kg

	最終学歴
	光星学院高等学校（電気科）
	免許・資格
	危険物取り扱い（丙）、ガス溶接、トレース技能（3級）、第2種電気工事士

	職　歴
	就労先
	期間
	業務内容
	辞職理由
	

	
	関電工地中線（千葉）

ハイテック（東京）

日研総業（千葉）

田中建設（千葉）

初見電設（茨城）

日研総業（栃木）

日総工産（千葉）

イトーヨーカドー

八戸額装（八戸・職親）
	（Ｈ1.4～Ｈ1.10）

（Ｈ2.2～Ｈ3.2）

（Ｈ3.8～Ｈ3.12）

（Ｈ4.4～Ｈ4.10）

（Ｈ4.12～Ｈ5.3）

（H11.7～H11.8）

（H11.9～H12.4）

（H12.7～H12.8）

（H13.2～H13.8）
	地中線工事

FAX・モーター図面作成

アルミ梱包作業

土木業

鉄塔工事

アルミ梱包作業

配電作業

仕出し作業

額入れ・掃除作業
	上司からいじめられた

人事異動が激しかった

給料が安かった

上司が好きではなかった

給料は良かったが上司の批判があった

仲間はずれにあった　給料の不満

大量服薬→入院

作業が大変だった

病状悪化
	

	保　護　者
	氏　　名　　　村上　実　　様　　　　　　　続柄　　父　　（同居　・否）

	入所目的

・単身生活を行う為、生活リズム・生活パターンを安定させる。

・一般就労が出来るように就労訓練を進行する。

	入院・治療歴　（初診日：平成5年5月）

	Ｈ5.5～Ｈ9.11

Ｈ9.11～Ｈ12.4

Ｈ12.4～Ｈ12.5

Ｈ12.5～Ｈ14.6　

Ｈ14.6～Ｈ18.2
	入院

通院

入院

通院
入院
	青南病院

青南病院

獨協医科大学病院

青南病院

青南病院
	＊経済的（入院費の未払い）理由で退院

＊H12.3服薬中断

＊2週間分の処方をまとめて服用し、昏睡状態となる。

＊青山荘入所しながら通院

＊「死にたいと思った」と神奈川へ無断外出する

	生活歴

S45南郷村にて同胞5名第3子として出生。光星学院高等学校卒業し就職。しかし、短期間で退職し、その後も職を転々とする。H5.3頃仕事が決まらず岩手県北上市に転居。平成5年4月パチンコ屋に寄った際、通帳・免許証・資格免許証の盗難に遭う。以後帰郷するが、毎日引きこもるようになる。その頃より不眠、「お前は馬鹿だ。」「お前なんか死ね。」等の幻聴が出現し、夜間睡眠できなくなる。＊同年5月包丁を持って暴れ、警察・保健所同伴にて青南病院受診し入院。薬物療法など治療を行うが、経済的な事情により症状寛解しないまま退院となる。退院後は県外就労し生活するが症状が沈静化すると服薬中断する。平成12年4月幻聴出現、大量服薬により昏睡状態となり獨協医科大学病院へ緊急入院となる。退院後は家族との折り合いが悪い為伯父宅に世話になっていたが、自立したいと青山荘入所希望し、H12.8入所となる。青南病院へ通院加療を続けているが、被害妄想・イライラ感出現し、H14.6.26無断外出。神奈川の姉宅に向かっているとの連絡が入り、家族の説得にてH14.6.29帰八し、青南受診し入院する。その後症状は沈静化し、平成18年2月10日青山荘入所となる。

	

	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父、母、長男が南郷区の実家で同居。自宅は金銭面においても余裕がなく、電話料金未払いで使用止となることもあった。

父母→農業を営んでいる。面会・来荘することはなく、家族から青山荘への関わりは避けている様子も少々見られる。また、本人に対し金銭の融資を依頼することがある。

長男→本人との中は悪質。幼少時より些細なことで怒られ、暴力を振るわれたこともあった。以前、精神科受診歴有。現在無職。自宅で生活しているが特に家業の手伝いもしていない。

長女→横浜市で生活する。本人とは手紙などで連絡をとっている。本人と同じ宗教を信仰している。

三男→栃木県在住。本人と連絡は取り合っているが、以前金銭面での援助を目的とし、本人（青山荘）に来荘することがあった。


　　

平成　19年　9月　24日　（月）

	氏　名
	   村上　元道様
	男・女
	生年月日
	昭和　45年　7月　10日（37歳）


	長期目標（中期・短期）

	

	長期目標　①就労に向けた対人能力、作業能力の確立を図る。

②単身生活が行えるように日常生活動作・生活リズム・服薬管理の確立を図り、継続する。

短期目標　・対人交流マナーを学習し、技術向上を図る。

・現在の目標や状況を把握し、行動を自己決定及び規制（金銭・外出など）できる。


	これまでの経過（前回評価日　H　19年7月23日）

	＜前回の課題点に関して＞

『就労訓練について（今回も継続）』

　以前は「早く職親利用や就職したい」という希望があり、焦燥感有していたが就労希望に対して青山荘内での就労訓練（清掃作業）青明舎と連携してのアルバイト作業（民家草取り）、うみねこ幸房利用を通じことで就職に対する焦燥感は特に見られなくなった。現実検討力の低さから自己評価が高く課題などを振り返り生活することが困難であったが、体調・行動性・意欲などチェック表を用いて毎日振り返ることで、本人も課題を理解し、序々に意識して生活する様に変化している。前回会議時に職場見学や体験実習を行う案が出されたが、その後青明舎職員と相談し、実習内容など検討している。また、青明舎職員に本人と面談を行って頂くことにより、本人に就労支援に対する知識・認識を持たせ就労に向けた意欲の向上を図っている。これまでは本人は青山荘担当職員に相談することが多く見られたが、実際に就労訓練を受けている方の訓練内容や生活などについては青明舎職員に質問し、自分なりに行動してみることを促し、本人の活動性向上にも繋がっている。また、現在も生活リズムの乱れ、荘内・デイケアでの活動怠慢・拒否は継続して見られる為、就労と関連づけ、意識変革を促している。現在は青明舎職員・有限会社「青春・朱夏」の協力のもと、法人内の落ち葉掃き作業を近日実施する予定となる。

『女性との交際について』

　現在、青南病院デイケア利用中の女性と交際しているが、相手の女性からは毎日の様に電話がある。また、頻回かつ長時間にわたる電話がある為、本人も生活リズムに乱れが生じ、ストレスを感じている様子。その事は職員にも相談し、職員と「通話時間を予め決める」などの案を検討、実施しているが、相手女性を気遣い電話を切れずにいることも多い。

　9/10、相手女性がデイケア職員に、「もしかしたら妊娠したかも」と連絡し、デイケア欠席する。基礎体温が高く、下り物も多いとのこと。9/20、妊娠はしていないことが分かる。現時点ではその様な内容についてはデイケアからも青山荘からも本人と話をしていない。

『余暇の過ごし方について』

　休日は友人と外出する機会が多い。当番作業などの役割は体調不良、眠気などを訴え休むことが多いが、外出に関しては外出時間や外出先に合わせ準備時間・衣類などの調整を行えている。外出は毎週土行うことが多く、外出時間はAM9：00～PM19：00としていることが多い。また、翌日曜日は日中の殆どの時間を自室で就寝する時間に充てている。また、外出時には外食や間食の機会も多く、栄養摂取の偏りも見られることや、予定外の品（高額商品）を購入してくることもある。それに対して本人は、「お金は生活保護受給内で間に合っているから」と反省色は薄い。休日の生活リズ及び生活スタイルは平日と全く異なる為、体調不良や生活リズムの不安定などに繋がっているとも考慮され、本人に考慮して外出計画を立てることを促している。

『退所先について家族関係に関して』

　盆中に面談を組んで頂く様、予め保護者様に連絡調整し、盆中に面談予定を立てて頂いていたが、両親・本人より「訪問すると長兄が怒るかも」と後日行う予定となった。秋には農業も落ち着き時間を設けやすいとのこと。9月に一度面談予定を立てており、その後も定期的に面談の機会なども設けられる様調整する。


プラン計画者　氏名：山田

	検討事項
	介入方法
	支援期間

	就労訓練について
	・本人は2年で退所したいという希望が強いが、本人と相談し、現在は退所期限については2年と明確に決めず、「職親利用などし、作業に慣れることにより生活が安定した後」と話し合いを行う。

・本人が職親利用を目標としている為、利用前の実習などに集中して取り組むことが困難であるが、行う理由と課題を明確にし、実習後に振り返りを行うことで課題に対する行動修正を図る。

　→職親正式利用しなかった場合の退所についても検討。

・青明舎と連携し、アルバイト作業、職親見学・体験実習など行い、就労への意欲の向上と理解を図る。「継続性」に課題がある為、長期間での実習も検討する。また、その肯定を通じて自己評価に加え、外部からの評価も行い、本人の評価できる点と課題点を見つけていく。また、その際は本人のストレスが過度とならない様に課題点の数量などを調整する。

　⇒現在「青春・朱夏」と連携し、法人内落ち葉掃き作業を行うことを調整中。10月初旬に開始予定。

・焦燥感や対人交流の乱れにより怠薬や断薬に繋がる危険性もあり、就労訓練中も面談などを継続的に行い、確認・助言する。

・青山荘での生活においては「他者に対して強く批判する」「時間を守れない」など基本的なマナー面（対人交流が主）において課題が多く見られる。課題点を抽出し、普段の生活時から留意して頂く。
	3ヶ月

	女性との交際について
	・相手女性の体調についてデイケアに確認をとって頂き、常時把握する体制を整える。

・本人に対しては面談を通し、現在の生活を振り返り、交際をどの様に行えば良いかを考慮して頂く。

・デイケアとの連絡調整を行い、相手女性の了承を得て今回の経緯を本人にも伝え、その上で今後の交際について検討・決定する。
	

	余暇の過ごし方について

（金銭管理方法）
	・毎月始めに「先月の収支」「今月の予算」を本人にまとめて頂き、留意点を確認する。金銭支出要綱をより具体的に組み立てることや退所後の生活を想定した予算の組み立てを行う。本人は「生活保護費内で間に合っているから」と認識し、課題点を認識できない様子であるが、職員全員で同様の対応をし、本人に課題があることを認識・考慮して頂く。

・平日の生活リズムと起床時間など活動時間が全く異なる為、生活リズムの乱れが生じてしまうことを確認し、外出時間についても検討する。

・青明舎など福祉機関と相談し、退所後も継続して収支の確認を行える環境を構築していく。

・運転免許や原付バイクなど所持したいという欲求もあり、高額な品や生活に無関係な支出に関しては突発的に購入せず、職員に相談する様に伝える。
	


修正プラン実施評価日： H　19年　11月　12日（月）　青山荘地域交流活動室










（34）　　秋田県在住





（既婚）　　








（28）　　東京都在住


（看護師）





（31）　　栃木県在住





（38）　　神奈川県在住　





（74）　　





（41）　　南郷区在住





（既婚）￥　　





（68）　　





（37）　　本人








H1.3（18歳）








関東方面にて就労








高校卒業





H1【18歳】~H5.3（23歳）











借金





帰郷





H5.4











盗難





＊事件


青南病院　入院








H5.5（23歳）~H9.11（27歳）











自宅


農業





H12.4【29歳】~H12.5（29歳）











関東方面にて就労


獨協医科大学病院入院





H12.8（29歳）~H14.6（31歳）～











青山荘入所


職親利用





青南病院


　　入院








